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第
3 3 回

足立区政に関する世論調査
足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
、
3
3回
目
の
今
回
は
毎
年
調
査
す
る
項
目
の
ほ
か
「
男
女
共

同
参
画
」「
健
康
づ
く
り
」
な
ど
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
、
千
4
9
7人の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
回
答
を
も
と
に
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。
※
タ
イ
ト
ル
に
☆
が
付
い
て
い
る
項
目
の
数
値
は
、
区
政
診
断
に
も
活
用
し
ま
す

足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査
と
は

区
は
昭
和
4
7年
以
来
、
区
民
を
対

象
に
し
た
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
3
3回
目
の
今
回
は
、
毎
年
調
査

す
る
項
目
の
ほ
か
、「
男
女
共
同
参

画
」「
健
康
づ
く
り
」
な
ど
を
主
な
テ

ー
マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
概
要
版
」を
区
政
情
報
室

で
無
料
配
付
す
る
ほ
か
、
く
わ
し
い

集
計
結
果
を
含
め
た
「
報
告
書
」は
、

区
政
情
報
室
、区
内
各
図
書
館
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

区
民
の
方
の
協
力
で
成
り
立
つ
こ

の
調
査
の
結
果
は
、
区
政
を
進
め
て

い
く
上
で
の
基
礎
的
な
資
料
と
し

て
、
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

区
政
へ
の
参
加

ほ
ぼ
6
割
の
人
が
「
参
加
意
向
あ

り
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

前
回
調
査
に
比
べ
参
加
意
向
が
上

昇
し
て
お
り
、
今
後
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

定
住
・
移
転
意
向

4
人
に
3
人
が
「
定
住
意
向
あ
り
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
(
図
2
)
。
定
住

意
向
は
、
1
4年
度
以
降
、
3
年
連
続

で
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
暮
ら
し
や
す
い
点
・
暮
ら

し
に
く
い
点
(
複
数
回
答
)

暮
ら
し
や
す
い
点
に
つ
い
て
、
5

割
以
上
の
人
が
「
普
段
の
買
い
物
が

便
利
」と
回
答
し
て
い
ま
す
(
図
3
)
。

ま
た
、
暮
ら
し
に
く
い
点
に
つ
い

て
、
3
割
弱
の
人
が
「
治
安
が
悪
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
(
図
4
)
。

区
の
取
り
組
み
に
関
し
て

(
複
数
回
答
)

▽
以
前
と
比
べ
て
良
く
な
っ
た
と
思

う
区
の
取
り
組
み

3
割
以
上
の
人
が
「
都
市
開
発
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
(
図
5
)
。

▽
今
後
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と

思
う
区
の
取
り
組
み

3
割
以
上
の
人
が
「
高
齢
者
支
援
」

「
交
通
対
策
」
と
回
答
し
て
い
ま
す

(図
6
)
。

「
高
齢
者
支
援
」に
関
す
る
区
の
取

り
組
み
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
対
象
に

な
ら
な
い
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

し
て
い
ま
す
(
4

・
5
面
)
。

ま
た
、「
交
通
対
策
」に
関
す
る
区

の
取
り
組
み
は
、
8
月
に
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
し
、
1
9年
度
に

は
(
仮
称
)
日
暮
里
・
舎
人
線
の
開

通
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

区
内
に
6
路
線
が
運
行
し
て
い
る
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
含
め
た
バ
ス
路

線
の
整
備
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
人
権
と
同
和
問
題
の
理

解
の
た
め
に

4
・
5
面
▽
応
援
し
ま
す
I・

高
齢
者
の
在
宅
生
活

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
こ
ん
な

と
き
、
あ
な
た
な
ら
/
掲
示
板
/
映
像
広
報

番
組
案
内

8
面
▽
▽
▽
健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ

ち

区長へのファクス
隰3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

世
論
調
査
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、区
民
の
声

相
談
課
区
民
の
声
係
へ

`
【
一
】
(
n
4
り
8
8
0
心
5
8
3
Q
り

※
組
織
改
正
に
よ
り
、
広
報
課

広
聴
相
談
係
は
、
4
月
か
ら
区

民
の
声
相
談
課
区
民
の
声
係
に

な
り
ま
し
た

図1 区政への参加意向 「参加意向あり」の割合

前回調査に比べ、「参加意向あ
り」の割合が上昇しました

図2 定住・移転意向 「定住意向あり」の割合

4人のうち3 人が「定住意
向がある」と回答しました

図3 地域の暮らしやすい点( 上位3 項目) 図4 地域の暮らしにくい点( 上位3 項目)

図5 以前と比べて良くなったと思う
区の取り組み( 上位3 項目)

図6 今後特に力を入れてほしいと思う
区の取り組み( 上位3 項目)

ふるさと足立で 買おう 食べよう 頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
4 月12 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

03880 ―5111( 代)

凡
例
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区
保
育
計
画
を
策
定

し
ま
し
た

皆

さ

ん
か
ら

い
た
だ

い
た
保

育
計

画
(

案
)

へ

の

パ
ブ
リ

ッ
ク

コ

メ
ン

ト

の
意
見

・
要

望
を

で

き
る

だ
け
生

か
し

て

、「
足

立
区

保
育

計
画

」
を
策

定
し

ま
し

た

。
保
育

計
画

と

パ
ブ
リ

ッ
ク
コ

メ
ン
ト

の
結

果
を
公

表

、
配

付
し

ま
す

。

配
付

場
所
=

保

育
課
・

保
育

園

な
ど

※
区

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

で
も

ご
覧

に
な

れ
ま
す

申

・
問

先
=

保
育

計
画

係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
7
1
》
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
6
《
z

[
U
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i

t
o
k
y
o
j
p
/

予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

感
染
症
は
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
子
ど
も
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
に
予
防
接
種
は
大
切
で

す
。

区
で
は
効
果
的
な
時
期
に
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
い
て
標
準
接
種
年
齢
を
決

め
て
い
ま
す
(
表
I
)
。
区
内
に
住
民

登
録
し
て
い
て
、
こ
の
年
齢
に
達
し

た
子
ど
も
の
保
護
者
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
法
律
に
よ
る
対
象

年
齢
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
海
外
転
勤
な
ど
で
標

準
接
種
年
齢
よ
り
早
く
接
種
を
希
望

す
る
方
、
通
知
(
予
診
票
)
が
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る

と
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
せ
ん

問

先
=
健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9

癶
』

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

子
育
て
研
修
の
企
画
を

募
集
し
ま
す
(
前
期
〈
6

～
1
0
月
〉
実
施
分
)

グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
行
う
子
育
て

研
修
の
企
画
(
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
)
を
募
集
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
企
画
の
研
修
に
対
し
、
講

師
派
遣
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
て
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
子
育
て
サ
ー
ク

ル
・
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

学
校
P
T
A

・
保
育
園
・
幼
稚
園
の

父
母
会
な
ど
)

定
員
=
5

組
程
度

(選
考
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

期
限
=
5
月
1
0日

申
・
問
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
`
j

表1 区から通知する年齢および法律による対象年齢

※ ☆印について、シ ステム変更があるため、4・5 月生まれの方には
通知が前月に届かない場合があります

江
北
幼
児
教
室
参
加

者
募
集

日
時
=
4
月
2
2
日
以
降
、月
I
回
(
6

ヵ
月
間
)
、午
前
1
0
時
～
一
1
1
時
対
象

=
1
5年
‥
1
1月
か
ら
1
6
年
4

月
の
間
に

生
ま
れ
た
幼
児

、
お
よ
び
そ
の
保
護

者

内
容
=

親
子
遊
び
や
子
育
て
に

関
す
る
学
習
を
と
お
し
て

、
友
達
の

輪
を
広
げ
ま
す

※
保
護
者
が
中
心

に
企
画
運
営
を
行
い
ま
す

定
員
=
3
0

組
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2 保健総合センター一覧

小
児
の
ぜ
ん
息
相
談

教
室

日
時
=
4
月
2
3日
倒
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ

ア

対
象
=
区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
児

お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=

講
演

「
小
児
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室
」
/
質

疑
応
答

講
師
=
三
原
章
氏
(
三
原

小
児
科
医
院
院
長
)

定
員
=
2
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

※
保

育
あ
り
(
事
前
に
必
ず
予
約
)

申
・

問
先
=
公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
`
j

ふれあい遊湯う( 4～6月)

場所等= 表3 対象= おおむね65歳以上で、1
人で入浴できる方または付き添いがあれば入浴
可能な方 費用= レ入浴料… 200円[ 〉昼食代
… 500円程度( 弁当持参可) 卜送迎( 希望者)
… 200円 申込= 電話 申先= 東京高齢協のぞ
み 問先= 東京高齢協のぞみ03886 ―3200
高齢調整係03880 ―5886

表3ふれあい遊湯う会場一覧( 4～8月)

※ いずれも時間は、午前10時～午後2時

総
額
1
億
円

企
業
提
案
型
経
済
活
性
化

推
進
事
業
を
募
集
し
ま
す

・

「
企
業
提
案
型
経
済
活
性
化
推
進

事
業

」
と
は

区
内
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る

た
め
、
1
7
年
度
か
ら
行
う
新
規
事
業

で
す

。
創
業
や
業
種
転
換
を
め
ざ
す

方
を
応
援
す
る
補
助
金
事
業

「
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
と

、
事

業
者
が
柔
軟
な
発
想
で
区
の
行
ケ
事

業
を
提
案
す
る
委
託
事
業

「
事
業
ア

イ
デ
ア
提
案
コ
ー
ス
」
の
2

つ
の
事

業
を
募
集
し
ま
す
(

表
4

・
5
)
。

・

主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
込
受
付
日
時
=
4
月
1
8
日
～
5
月

2
0
日
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
、午

前
9
時
～
午
後
5
時
選
考
=
6
月

中
旬

選
考
結
果
=
6

月
末
ご
ろ
に

郵
送
で
通
知

臺
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
=
4

月
1
5
日
叫

、
午
後
2

時

場
所
=

区
役
所

定
員
=
1
2
0人

申

込
=

当
日
直
接
会
場
へ

※
募
集
案

内
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
廴
ン
に
掲
載
し

ま
す
。
申
請
書
類
は
窓
口
で
配
付
す

る
ほ
か
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す

R
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i

t
o
k
y
o
-
一
'
)
`

い
ず
れ
も

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
表
4
・
5

表4 ビジネスチャレンジコースの概要

※ 1「事業化」とは、事業の成果によって売り上げが生じることを指します

表5 事業アイデア提案コースの概要

※ 2 既に区が実施している事業の拡充部分も対象とします

カラスと仲良くしないで!

3月ごろから、ガラスの繁殖行動が始まっ
ています。7月初めまでの繁殖期間中は、卵や
ヒナを守るため、ガラスが攻撃的になるので、
次の点に注意してください。
・ えさを与えない
ガラスは、えさとなる生ごみを容易に確保

できる地域に巣を作ります。巣作りを防ぐに

はふた付きの容器にごみを収めるのが一番で
す。ごみ袋で出す場合には防鳥ネットをしっ
かりかけましょう。防鳥ネットは清掃事務所
で貸し出しています。 申先= 足立東清掃事
務所03889 ―0711
足立西清掃事務所03853 ―2141
・ 巣作りに協力しない

都会のガラスの巣は、大部分が針金ハンガ
ーで作られています。洗濯物を干し終わった
ハンガーは屋内に取り込みましょう。
・ 近付かない
繁殖期間中のガラスは攻撃的です。不用意

に近付いたり、無用な接触を避けるよう注意
してください。また、巣の近くや、巣を見下
ろせる場所には近付かないでください。
・ 触れない

ガラスは野鳥です。ウイルスなどを持って
いる場合があるので、特に死がいには直接触
れないようにしましょう。死がいを見つけた
方は、環境保全課に連絡してください。

いずれも
問先= 環境保全課調査係03880 ―5367
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呼
吸
器
講
演
会

日
時
=
4

月
2
6
日
㈹
、
午
後
2

時
～
4

時

対
象
=

慢
性
の
呼
吸
不
全
を

抱
え
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族
、

関
係
者

内
容
=

「
慢
性
呼
吸
不
全

と
栄
養
療
法

～
包
括
的
呼
吸
リ
「

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て

～
」

※
当
日
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
用

意
し
ま
す

講
師
=

野
村
浩
一
郎
氏

(静
岡
医
療
セ
ン
で
・
I・呼
吸
器
科
医

長
)

定
員
=
8
0
人
(

先
着
順
)

申

込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3

・

思
春
期
グ
ル
ー
プ
・

家
族
会
参
加
者
募
集

・
思
春
期
グ
ル
ー
プ

日
時
=
毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
/
毎
週
木
曜
日
、
午

前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分
対
象
=

何
と
な
く
学
校
に
行
け
な
い
、
働
け

な
い
、
人
付
き
合
い
が
苦
手
な
、
お

お
む
ね
1
6～
3
0歳
の
方

臺
思
春
期
家
族
教
室

日
時
=
4
月
2
1日
用
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
思
春
期
・

青
年
期
の
問
題
で
悩
む
家
族
が
集
ま

り
、
学
習
や
話
し
合
い
を
し
ま
す

い
ず
れ
も

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

日
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

理
学
療
法
士
等
修
学
資

金
を
貸
し
付
け
ま
す

対
象
=
養
成
施
設
を
卒
業
後
、
区
内

の
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
で
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方

内
容
=
修
学
資
金
の
無
利
子
貸
し
付

け

※
卒
業
後
、
3
年
以
上
区
内
の

福
祉
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
場
合
は

償
還
を
免
除

限
度
額
=
年
3
6万
円

定
員
=
I
人
(
選
考
)

申
込
=
所
定

の
申
込
用
紙
(
4
月
H
日
か
ら
高
齢

サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
配
付
)
を
持
参

ま
た
は
郵
送

期
限
=
4
月
2
2日
必

着

申
・
問
先
=
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課

高
齢
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
-
I

讐
(
3
8
8
0
)
5
8
8

癶り

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
区
役
所
、足
立
保
健
所
、

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

申

込
受
付
期
間
=
4
月
2
7日
～
5
月
2

日
(
消
印
有
効
)

申
込
=
郵
送

試

験
=
6
月
1
9日

申
先
=
都
庁

問

先
=
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
`
j

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(区
制
度
)
・
難
病
患
者

・
福
祉
手
当
の
定
例
払
い

1
6年
1
2月
～
1
7年
3
月
分
の
手
当

を
4
月
2
5日
ご
ろ
、
届
け
出
た
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
問
先
=

障
害
給
付
係

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

私
た
ち
は
、
い
つ
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
被
害
者
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
加
害
者
の

人
権
は
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
比
べ
て
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
・
遺
族
の
人
権
保
護
は
、
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
、
被
害
者
を
保
護
す
る
法

律
が
、
2
5年
前
に
制
定
さ
れ
た
「
犯

罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
」
(
昭
和
一助
年
法
律
第
3
6

号
)
以
外
に
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

同
法
は
、
国
が
犯
罪
被
害
者
な
ど
に

対
し
て
「
見
舞
金
」
を
支
給
す
る
と

い
う
経
済
的
な
支
援
を
内
容
と
し
、

精
神
的
な
支
援
な
ど
は
規
定
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
被
害
者
支
援
が
国
際
的

な
潮
流
に
な
っ
て
い
る
中
、
犯
罪
被

害
者
な
ど
の
権
利
と
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
1
6年
1
2月
1
日
、

日
本
で
も
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。基
本
的
施
策
は
。

「
相
談
お
よ
び
情
報
の
提
供
≒
損
害

賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
の
援
助
≒
給

付
金
の
支
給
に
係
る
制
度
の
充
実
」

「
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
二
次
被
害
防

止
・
安
全
確
保
」
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
国
・
自
治
体
の
責
務
を

定
め
た
ほ
か
、
私
た
ち
国
民
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
も
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
の
名
誉
や
生
活
の
平
穏
を
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ

と
と
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
、
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
法
の
制
定
を
契
機
に
、
犯
罪

被
害
者
な
ど
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。《
人
権
・
同
和
係
》

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
相
談
機
関
=

被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー

豐
(
5
2
8
7
)
3
3
3

癶
0

女性のための健康づくり( 2 日制)
生活習慣病予防には、若いころから正しい生活習慣を身に付けること

が必要です。日時等=表6対象=18～39歳の女性区民内容=健康
チェック( 血圧測定/ 血液検査/ 歯周病スクリーニング/ 骨密度測定ほ
か)、健康教室( 保健、栄養、歯科についての学習) 定員=40 人( 先着
順) 申込= 電話

表6 女性のための健康づくり日程等( 2 日制)

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、

新
し
い
保
険
料
は
、
月
額
1
万
3
千
5
8
0

円
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
、
当
月
末
に

保
険
料
を
口
座
引
き
落
と
し
に
す
る

と
4
0円
割
引
に
な
り
ま
す
。
1
年
前

納
お
よ
び
6
ヵ
月
前
納
も
口
座
振
替

で
納
付
す
る
と
、
納
付
書
で
支
払
う

よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
導
入

2
0歳
代
の
若
年
者
を
対
象
に
し
た

保
険
料
納
付
猶
予
制
度
が
で
き
ま
し

た
。
一
般
の
申
請
免
除
が
親
な
ど
の

世
帯
主
の
所
得
で
不
承
認
に
な
っ
て

も
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
納
付
が
猶
予

さ
れ
、
1
0年
以
内
な
ら
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
(
2
年
以
上
経
過
後

は
一
定
の
加
算
金
が
付
き
ま
す
)
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
を

受
け
て
い
る
期
間
は
、
滞
納
扱
い
に

は
な
ら
な
い
の
で
、
障
害
基
礎
年
金

な
ど
を
受
け
取
る
納
付
要
件
に
該
当

し
ま
す
。
※
初
診
日
の
前
々
月
ま

で
の
1
年
間
に
滞
納
が
な
い
こ
と
が

必
要

対
象
=
昭
和
5
0年
5
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
(
1
7
年
度
)

・
申
請
免
除
所
得
基
準
を
一
部
緩
和

主
に
若
年
者
に
多
い
単
身
世
帯
の

基
準
と
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
廃
止

に
伴
い
、
半
額
免
除
基
準
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。

・
免
除
承
認
期
間
の
遡
及
承
認

申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
免
除
要

件
な
ど
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
一

定
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ

ま
す
。学
生
納
付
特
例
も
同
様
で
す
。

・
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
校
を

拡
大拡

大
後
は
、
各
種
学
校
の
生
徒
も

学
生
の
範
囲
に
含
ま
れ
ま
し
た
。
対

象
校
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
特
例
高
齢
任
意
加
入
制
度
対
象
者

を
拡
大

保
険
料
を
納
め
た
期
間
な
ど
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
6
0歳
ま
で
に
年

金
受
給
権
が
確
保
で
き
な
い
人
は
、
6
5

歳
ま
で
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
期
間
が
不
足
す
る
場
合
は
さ

ら
に
特
例
で
6
5歳
以
上
7
0歳
ま
で
の

期
間
が
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
今
回

の
改
正
で
、
そ
の
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
=
昭
和
4
0年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
▽
区
ふ
手
金
適
用
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

▽
保
険
料
の
納
付
や
割
引
額
に
つ
い

て
…
足
立
社
会
保
険
事
務
所

豐
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
書
は

6
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
1
7

年
度
の
住
民
税
額
が
決
定
す
る
6
月

に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。
決
定
し

た
金
額
を
6
月
か
ら
1
8年
3
月
ま
で

の
1
0回
の
納
期
に
分
け
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
4
・
5
月
の
納
付
は
あ

り
ま
せ
ん
。
※
口
座
振
替
の
方
は
、
6

月
3
0日
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
ま
す

問
先
=
こ
く
ほ
年
金

課
資
格
賦
課
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

特
別
障
害
給
付
金
の
請
求

受
け
付
け
が
4
月
1
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た

対
象
=
平
成
3
年
3
月
以
前
の
学
生

ま
た
は
昭
和
6
1年
3
月
以
前
の
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
の

配
偶
者
で
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現

在
、
障
害
基
礎
年
金
I
・
2
級
相
当

の
障
害
に
該
当
す
る
方

※
障
害
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
対
象
外

支
給
額
=
▽
I
級
・
:月
額
5
万
円

▽
2
級
…
月
額
4
万
円

※
請
求
月

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま

す
。お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
審
査
と
支
給
事
務
は
社
会
保

険
庁
が
行
い
ま
す
。
老
齢
年
金
な
ど

を
受
給
中
の
場
合
は
、
支
給
額
が
調

整
さ
れ
ま
す

申
込
=
年
金
手
帳
を

持
参

※
初
診
日
、
学
生
だ
っ
た
期

間
、
配
偶
者
の
年
金
番
号
な
ど
を
確

認
し
ま
す

申
・
問
先
=
年
金
給
付

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

表
7
に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
必
ず
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
1
4年
4

月
か
ら
、
第
3
号
被
保
険
者
関
係

の
届
け
出
が
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る

事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出

す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け
出
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認
が
必

要
で
す
。
必
ず
、
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
に
医
療
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中

の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
(
最
長
2
年
)

か
か
り
ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則

と
し
て
さ
か
の
ぽ
っ
て
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

い
ず
れ
も

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所

問
先
=

▽
国
民
年
金
に

つ
い
て
・
:年
金
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
1
y

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
・
:こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表7 就職・退職したら手続きを
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「私はずっと我が家で暮らしたい」

応援します! 高齢者の在宅生活
高齢者の在宅支援サービス
に関するお問い合わせは、
各在宅介護支援センター(
表4) 、または在宅支援係

7?3880- 5257

区
の
人
口
約
6
4万
人
の
う
ち
、
8
5歳
以
上
の
高
齢
者
は
1
1万
9
千
4
8
6
人
(
3
月
1
日
現
在
)
で
、

人
口
の
約
1
8・
5
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
構
成
が
「
高
齢
者
で
ひ
と
り
暮
ら
し
」
ま
た

は
「
高
齢
者
の
み
」
の
世
帯
は
、
区
内
全
世
帯
の
約
1
8・
9
%
に
の
ぼ
り
ま
す
。

区
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
8
5歳
以
上
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
に
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
安
心
し
て

在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に

な
ら
な
い
高
齢
者
で
も
、
心
身
の

状
況
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。日
常
生
活
で

不
安
を
感
じ
た
と
き
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

各
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
自
己
負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
助
成

・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

対
象
=
在
宅
か
つ
6
5歳
以
上
で
、

歩
行
に
不
安
の
あ
る
方

蚕
電
磁
調
理
器
・
ガ
ス
安
全
シ
ス

テ
ム

対
象
=
在
宅
か
つ
6
5歳
以
上
で
、

防
火
な
ど
の
配
慮
を
必
要
と
す
る

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
方

蚕
火
災
警
報
器
・
自
動
消
火
装
置

対
象
=
在
宅
か
つ
6
5歳
以
上
で
、
寝

た
き
り
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
か
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

臺
徘
徊
(
は
い
か
い
)
高
齢
者
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム

徘
徊
す
る
認
知
症
の
高
齢
者

を
、
早
期
に
発
見
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
介
護
保
険
で
要
支
援
以
上

と
認
定
さ
れ
た
、
徘
徊
行
動
が
見

ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
区
内
親
族

※
今

年
度
か
ら
同
居
で
な
く
て
も
利
用

で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入

所
者
は
除
き
ま
す

助
成
内
容
=

加
入
料
お
よ
び
検
索
料

・
い
ず
れ
も

助
成
限
度
額
=
表
I

利
用
者
負

担
率
=
表
2

住
宅
改
修
給
付

日
常
生
活
機
能
に
低
下
が
認
め

ら
れ
る
方
に
、
在
宅
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
住
宅
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

・
予
防
給
付

対
象
=
在
宅
の
6
5歳
以
上
の
方

で
、
介
護
保
険
で
「
非
該
当
(
自

立
)
」と
認
定
さ
れ
た
方

給
付
内

容
=
手
す
り
の
取
り
付
け
/
段
差

の
解
消
/
滑
り
に
く
い
床
材
・
引

き
戸
へ
の
取
り
替
え
/
便
器
の
洋

式
化

※
介
護
保
険
と
同
じ
内
容

萋
設
備
改
修

対
象
=
在
宅
の
6
5歳
以
上
の
方

で
、
介
護
保
険
で
「
要
支
援
」「
要

介
護
」
と
認
定
さ
れ
た
方

給
付

内
容
=
浴
槽
の
取
り
替
え
/
流

し
・
洗
面
台
の
取
り
替
え
/
便
器

の
洋
式
化

い
ず
れ
も
I

助
成
限
度
額
=
表
I

利
用
者
負

担
率
=
表
2

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

緊
急
時
に
お
け
る
不
安
の
解
消

と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
在
宅
の
緊

急
時
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
の
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、自
動
的
に
1
1
9
番

通
報
を
す
る
も
の
で
す
。
緊
急
協

力
員
と
し
て
、
近
隣
に
住
む
方
を
2

人
以
上
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
対
象
=
6
5歳
以
上
の
在

宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
、発
作
性
の
慢

性
疾
患
な
ど
に
よ
り
常
時
注
意
を

要
す
る
状
態
の
方

費
用
=
表
2

紙
お
む
つ
の
支
給

寝
た
き
り
な
ど
で
常
時
失
禁
状

態
の
方
に
紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
入
院
な
ど
に
よ
り
、

紙
お
む
つ
の
持
ち
込
み
が
で
き
な

い
場
合
に
、費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
常
時
失
禁
状
態
で
介
護
保

険
の
「
要
介
護
認
定
」
が
3
以
上

か
つ
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
介
護

保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は

除
き
ま
す

助
成
限
度
額
=
月
額
3

千
円

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
を
利
用
し
た
運
動
を
行
う
こ
と

で
、
体
の
動
き
を
活
発
に
し
、
日

常
生
活
が
支
障
な
く
送
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

対
象
=
6
0歳
以
上
の
虚
弱
高
齢
者

で
、
介
護
保
険
認
定
が
要
支
援
か

ら
要
介
護
2
の
方

内
容
=
週
2

回
、
9
0分
程
度
、
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
利
用
し
て
、

筋
力
向
上
を
図
り
ま
す

費
用
=
5

千
円
程
度

※
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
、あ
だ
ち
広
報
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す

問
先
=
高
齢
調

整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

上
記
以
外
に
も
、
い
く
っ
か
の

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
(
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
/

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
ノ
寝
具

丸
洗
い
乾
燥
消
毒
/
福
祉
電
話
/

火
災
安
全
シ
ス
テ
ム
の
設
置
/
配

食
サ
ー
ビ
ス
)
。
く
わ
し
く
は
、在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)
、

在
宅
支
援
係
、
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表1 日常生活用具給付 一助成と住宅改修給付の限度額

※ 4 月から自動消火装置の基準額が変更になりました

表2 日常生活用具、住宅改修、緊急通報システムの利用者負担割合

※緊急通報システムは、転居に伴う取り外し・取り付けにも別
途費用が掛かります

表3 福祉事務所一覧

活用しています
在宅支援サービス
様々な在宅支援サー
ビス。高齢者の皆さ
んの生活に、どのよ
うに役立っているの
でしょう

住宅改修
( 設備改修)

私は足腰が弱いのでお
風呂を改修して、浴槽を
低くしました。出入りが
とても楽になりましたよ

緊急通報システム
私は一人暮らしだから、も

しものときのために緊急通
報システムを持っています

住宅改修
(予防給付)
洗面所に向かう廊下に手

すりを設置したんだ。床も
すべりにくいものに改修し
たので、転ばなくなったよ

シルバーカーの給付・助成

私は外出するときにシ
ルバーカーを使っていま
す。歩行も楽ですよ

筋力向上トレーニング

寝たきりにならないよう
に、筋力トレーニングを利
用しています。無理なくで
きるので、いいですよ

電磁調理器具の給付
私は電磁調理器具を

使っています。これなら
火の心配をせずに調理
できるので、安心です

高
齢
者
の
在
宅
生
活
相
談
は
こ
ち
ら
へ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)

は
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
に

関
す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。介

護
で
お
困
り
の
と
き
や
、
在
宅
生

活
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、
お

近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
て
訪
問
も
行
い
ま
す
。

主

な
業

務

▽
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談

▽
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
申
請
の

手
伝
い

▽
家
族
介
護
者
教
室
の
開
催

※

日
程
は
あ
だ
ち
広
報
の
毎
月
2
5
　

日
号
に
掲
載
予
定

▽
介
護
機
器
の
展
示
紹
介

▽
介
護
予
防
に
関
す
る
相
談

▽
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
推
進
な
ど

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

あ
ん
し
ん
協
力
員
(
区
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
)
が
定
期
的
に
高
齢
者

の
お
宅
を
訪
問
し
、
声
掛
け
や
見

守
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」

は
高
齢
者
の
話
に
心
を
傾
け
、
じ

っ
く
り
聴
く
こ
と
で
、
孤
独
感
の

軽
減
に
努
め
ま
す
。

▽
一
人
暮
ら
し
で
寂
し
い

▽
単
身
で
生
活
し
て
い
る
親
の
見

守
り
を
頼
み
た
い

▽
近
所
に
気
掛
か
り
な
高
齢
者
が

い
る

な
ど
の
場
合
は
、
近
く
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
ん
し
ん
協
力

員
と
し
て
、
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
が
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
あ
ん
し
ん
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
問
先
=
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)

や
す
ら
ぎ
支
援
員
の
派
遣

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る
家

庭
に
、
や
す
ら
ぎ
支
援
貝
(
区
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
を
派
遣
し
ま
す
。

家
族
が
外
出
す
る
と
き
や
介
護
疲

れ
で
休
息
が
必
要
な
と
き
に
、
家

族
に
代
わ
っ
て
見
守
り
や
話
し
相

手
を
し
ま
す
。

表4 在宅介護支援センター一覧

東京23区職員( I 類) 採用試験
試験日=5 月15日(囗) 採用予定=18 年4 月1 日以降 職種および受験資格
等= 表5 試験案内配布場所= 区役所1 階案内/ 人事係/ 各区民事務所
期限=レ郵送… 4月15日消印有効レ各区役所または特別区人事委員会事
務局任用課へ持参… 4月15日・18日(午前10時～午後5時)申先=特別区
人事委員会事務局任用課 〒102- 0073 千代田区九段北1- 1- 4 問
先= 特別区人事委員会事務局任用課TJ 5210 ―9787
特別区採用試験テレホンサービス( 24 時間) 03261- 2221
印ht t p: / /wwwt okyo23ci t y0r j p/ sai you- si kenhtm
区・人事係 7?3880- 5831
表5 試験区分および受験資格の概要

※ 1 昭和59年4 月2 日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学( 短期大
学を除く) を卒業した人( 18 年3 月までに卒業見込みの人を含む) 、また
はこれと同等の資格があると特別区人事委員会が認める人も含む

※ 2 受験資格のうち資格・免許は見込みの人も含む。くわしくは採用試験案内
を参照

※ 31 類事務の試験区分については、点字でも受験できます

青少年の健全育成事業などに参加しませんか
キャンプ 技術 をマスター「HOWTO
キャンプ」

日時等= 表6 対象=16 歳以上で青
少年の育成活動に携 わっている方
費用=500 円 ※ 材 料 費など 申 込=
電話 期限=5 月6 日 ※ 修了 者
には区内少 年キャンプ場の利用 時に
必要な修了証を交付します
ジュニアリーダー研修会
ジュニアリーダーとは、子ども会など

の地域活動で活 躍するリーダーのこ
とをいいます。 日程等= 表7
ジュニアリーダースーパー研修会
中学生を対象に、子ども会などの

グループ活動の中で、活躍するリー
ダーをめざし ます。 日程等= 表7　
子ども会リーダー研修会
子ど も会活 動 に取 り組 んでい る

方や、関心 のある方を対象 に、子 ど
も会活 動や各種活動 に必 要な知識
や技術 を習得す るため の研修 を行

い、指導力 アップを図り ます。 日
程等= 表7

いずれも
申・問先= 青少年 事業係

575242 ―8169　
区 内少年 キャンプ 場夏休 み期間
利用者募集
区内少年キャンプ場を、夏休み期間

中( 7月21日～8月31日) に利用希
望する場合、抽選となります。 対象=
区内少年団体など 内容 等= 表8
※ 利用者15 人につき、教育委員会指
定講座「HOWTO キャンプ」修丁者1
人が必要です 申込= ハガキに希

望コース、団体名、代表者住所、氏名、
連絡先を明記 ※ 重複申し込みは無
効。抽選は5 月28 日にギャラクシティで
行 い ます 期 限=5 月20 日 必 着
申・問先= 管理支援係 〒123- 0842
栗原1- 3- 1

375242 ―8162

表6[ HOWTO キャンプ 日程等

※ 両 日 とも 同じ内 容です。 どちらかに申し 込んでく ださ い。 雨天決行で す

表7 研修会日程等

※ 定員、申し込み方法など、くわしくはお問い合わせください
表8 区内少年キャンプ場夏休み期間利用内容等

※ 抽選は、①E 、②A ・B 、③C ・Dの順に行う予定です
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就
学
援
助
・
就
学
奨
励
制
度

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
給
食
費
な

ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
心
身
障
害
学
級
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
就
学
奨
励
制
度
が
あ
り

ま
す
。
申
先
=

▽
区
立
小
・
中
学
校

に
在
学
・
:
通
学
中
の
学
校

▽
そ
れ

以
外
・
:学
務
課

問
先
=
学
務
課
助

成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
に

通
う
園
児
の
保
護
者
の
方

へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
:
保
護
者
・
園
児
が
区
内
の
住
民
登

録
地
(
外
国
人
登
録
地
)
に
居
住
し

て
お
り
、
保
育
料
・
入
園
料
を
納
め

て
い
る
/
同
一
生
計
者
の
1
7
年
度
区

市
町
村
民
税
額
が
判
明
/
園
児
の
年

齢
が
満
3
～
5
歳
(
1
1
年
4
月
2
日
～

1
4年
4
月
1
日
生
ま
れ
。
ま
た
。
1
4

年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
園
児

は
満
3
歳
の
誕
生
月
か
ら
対
象
)
/

保
護
者
お
よ
び
園
児
が
外
国
籍
の
場

合
、
在
留
資
格
お
よ
び
1
年
以
上
の

在
留
期
間
が
あ
る

申
込
=
▽
区
内

園
に
在
籍
…
5
月
上
旬
に
各
幼
稚
園

で
配
付
さ
れ
る
申
請
書
に
記
入
し
て

提
出

▽
区
外
園
に
在
籍
・
:
4
月
中

に
学
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

補
助
金
額
=
1
7年
度
区
市
町
村

民
税
所
得
割
課
税
額
で
算
出

問
先
=

学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

住
宅
改
良
な
ど
を
行
う

方
へ
助
成
し
ま
す

対
象
=
①
指
定
金
融
機
関
の
融
資
を

受
け
て
、
住
宅
内
の
段
差
解
消
、
子

ど
も
部
屋
や
高
齢
者
専
用
部
屋
の
増

築
、
改
修
、
間
仕
切
り
変
更
を
行
う

場
合

②
耐
震
診
断
を
行
う
場
合

奈
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

助
成
限
度
額
=
①
:
3
0万
円

②
…
▽
戸
建
住
宅
5
万
円

▽
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
2
0万
円

問
先
=
住
宅

管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
C
O

住
宅
専
門
相
談

・
住
ま
い
の
相
談

内
容
=
住
ま
い
全
般
に
関
す
る
こ
と

(新
築
、
建
て
替
え
、
増
築
、
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
)
相
談
員
=
建
築
士

崋
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
相
談

内
容
=
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管

理
、
建
て
替
え
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
=
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

い
ず
れ
も

日
時
等
=
表
I

場
所
=
区
役
所

申
込
=
電
話
(
相
談
日
前
日
ま
で
に

予
約
)

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
4
Q

り

表117 年度上半期住宅専門相談日程

※ いずれも時間は、午後2時～4時

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
=
5
月
1
2日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
=
区
役
所

内
容
=
任
期
満
了

に
よ
り
、
7
月
3
日
に
行
わ
れ
る
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
方
に
対
す
る
説
明
会

澎
立
候
補
の
届
け
出
に
必
要
な
各
種

書
類
を
渡
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
席
で
き
る

人
数
は
立
候
補
予
定
者
I
人
に
つ
き
2

人
ま
で
で
す

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

防
災
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

防
災
放
送
を
騒
音
な
ど
で
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
に
、
直
前
に

放
送
さ
れ
た
内
容
を
電
話
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
自
動
応
答
な
の
で

い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
携
帯
電

話
な
ど
か
ら
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
※
電
話
通
話
料
は
自
己
負

担
で
す
。
録
音
の
関
係
上
、
音
声
が

出
る
ま
で
数
秒
掛
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

防
災
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
8
7

問
先
=
施
設
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
7

防
災
用
品
の
購
入
あ
っ
せ
ん

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
家
庭
や

事
業
所
で
の
水
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄

が
大
切
で
す
。
区
で
は
、
都
が
設
置

し
た

飾
福
祉
工
場
と
防
災
用
品
あ

っ
せ
ん
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

申
込
=
あ
っ
せ
ん
チ
ラ
シ
の
中
か
ら

商
品
を
選
び
、
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
注
文

※
あ
っ
せ
ん
チ
ラ
シ

は
、
区
民
事
務
所
、
災
害
対
策
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。区
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
配

送
は
宅
配
便
で
、
代
金
引
き
換
え
で

す
。
配
送
先
は
区
内
に
限
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
あ
っ
せ
ん
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
先
=
施
設
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
7

補
助
1
3
6
号
線
が
一
部
開
通

し
ました

補
助
1
3
6
号
線
の
東
和
一
丁
目
か
ら

飾
区
亀
有
二
丁
目
ま
で
の
区
間
が
3

月
3
0日
に
開
通
し
ま
し
た
。
環
状

七
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な

り
ま
す
(
図
1
)
。
問
先
=
都
・
第

五
建
設
事
務
所

啻
(
3
6
9
2
)
4
7
4

戸○

区
・
土
木
部
副
参
事
(
調
整
)

日
(
3
8
8
0
)
5
1
6
0

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
の
募
集

対
象
=
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を

有
す
る
方
ま
た
は
1
8年
4
月
1
日
ま

で
の
取
得
見
込
者
で
、
昭
和
4
6年
4

月
2
日
以
降
に
出
生
し
た
方

勤
務

場
所
=
東
京
2
3区
内
の
区
立
幼
稚
園

選
考
=
筆
記

※
試
験
日
は
7
月
1
0

日

申
込
=
郵
送
ま
た
は
持
参

期

限
=
▽
郵
送
・
:
5
月
6
日
消
印
有
効

▽
持
参
…
5
月
1
0日
・
H
日

申
先
=

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教

育
委
員
会

選
考
案
内
の
配
布
場

所
・
問
先
=
特
別
区
人
事
・
厚
生
事

務
組
合
教
育
委
員
会

〒
1
0
2・0
0
7
3

千
代
田
区
九
段
北
I
-
I
-
4

東
京
区
政
会
館
本
館

日
(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

区
・
教
職
員
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
6
″
`
り

区
民
評
価
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

区
は
新
た
な
基
本
計
画
に
、
区
が

行
う
施
策
な
ど
を
検
証
、
評
価
し
、

次
の
計
画
立
案
や
事
業
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
、
行
政
評
価
制
度
を
組
み

込
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区
が
行
っ

た
評
価
を
区
民
の
視
点
か
ら
検
証
、

評
価
を
す
る
「区
民
評
価
委
員
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。日
時
=

6
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
て

6
回
程
度
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
区
政
に
関
心
の
あ
る
2
0

歳
以
上
の
方
報
酬
=
I
回
7
千
円

定
員
=
4
人
以
内
(
選
考
)
申
込
=

持
参
・
郵
送
・
E
メ
ー
ル
で
、
「区
政

に
対
す
る
考
え
」に
つ
い
て
4
0
0
～
8
0
0

字
(

書
式

自
由
)

に
ま

と

め

、
住
所

、

氏

名
(

フ
リ

ガ
ナ
)

、
年
齢

、
性
別

、

電

話
番

号

を
明
記

期

限
=
4

月
3
0

日

必
着

申

・
問

先
=

政
策

課

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中

央
本

町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1
[
>
J
s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o
k
y
o
j
p

受
信
障
害
対
策
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

建
築
主
が
テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害

対
策
を
行
う
場
合
、
区
は
、
受
信
障

害
解
消
条
例
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
対
策
を
勧
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
受
信
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
管
理
組
合
が
既

存
の
共
同
受
信
施
設
を
ケ
ー
ブ
ル
に

張
り
替
え
る
場
合
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
更
新
に
つ
い
て
は
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
紛
争
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
4
″
`
り
　

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

日
(
3
8
8
0
)
5
7
1
0

「
R
の
お
店
」
を
利
用
し
よ
う

積
極

的

に
リ
サ

イ

ク
ル
を

推
進
し

て

い
る
お
店

に

「R
(

リ

サ
イ

ク
ル
)

の
お
店

」
登

録
を

し
て

も
ら

い

、
店

の
情
報

を
公

表
し

て

い
ま
す

。現
在

、

約
7
0
店

が
登

録
し

て

い
ま
す

。
R

の

お
店

は

、
あ
だ
ち
再

生

館

の
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ
で

紹

介

し

て

い
ま

す

。

問

先
=

環

境
推

進
課

普
及

啓
発

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

刪
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
o
c
n
n
e
j
p
/

a
r
c
o
r
g
/

放
置
自
転
車
移
送
所
の

開
設
時
間
が
午
後
8
時

ま
で
に
な
り
ま
し
た

自
転
車
返
還
日
時
=
月
曜
～
土
曜

日
・
第
4
日
曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
8

時

場
所
=
表
2

休
業
日
=
日

曜
(
第
4
日
曜
を
除
く
)
・
祝
日
、
年

末
年
始

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

4 月の休日納税・納付相談

日時=4月24日(日) 、午前9時～
午後4 時 場所= 区役所 問先=
納税相談係7T3880 ―5236
納税課徴収推進係03880- 5237
こくほ年金課納付相談係

S3880 ―5243
介護保険課収納管理係

03880 ―5744

図1 補助138号線一部開通区間

保…保育園 文… 学校 〒…郵便局

表2 自転車移送所

住民票の取り次ぎ交付
4月からは、区役所本庁舎で日曜日も受け取れます

日曜日の住民票取り次ぎ交付
日時=電話で申し込んだ後の最初の日曜日(祝日を
除く)、午前9時～午後5時交付場所=区役所地下
1階時間外受け付け 申・問先= 中央本町区民事務
所S3880- 5867
・ 土曜日の住民票取り次ぎ交付

区内17ヵ所の区民事務所のうち、中央本町区民事
務所を含めた14ヵ所で、開庁時間に来られない方の
ために、事前に電話で申し込みを受け付け、その週
の土曜日(祝日を除く)に隣接する地域学習センタ
ーなどで、住民票を交付しています。日時=電話で
申し込んだ週の土曜日(祝日を除く)、午前9時～
午後5 時 申・問先= 各区民事務所

いずれも
対象=区内に住民登録のある本人、または同一世帯
員受付時間=平日の午前9時～午後4時交付に
必要なもの= 印鑑/ 手数料( 1 通につ き300円) /
本人確認できるもの( 運転免許証、健康保険証など)

休館・休業のお知らせ
・ ギャラクシティ・西新井文化ホール
の休館
ギャラクシティ・西新井文化ホール

は毎月第2 月曜日が休館です。4月は11
日が休館です。 問先= 青少年セン

ター管理支援係05242 ―8162
・ 佐野地域学習センターの臨時休館

給水管改修・体育館支柱基礎工事の
ため、全館(体育館・図書館などを含
む)休館となります。全館休館日=5
月3日～5日※ 体育館は6日・7日
も利用できません。工事は6 月下旬ま
です 問先= 学校地域連携課推進係

03880 ―5985
・ 女性相談室の臨時休業

休業日=4 月28日團 ※ この日は、相

談の予約も休業します 問先= 男女参
画プラザ女性相談室03880 ―5223

・ つくばエクスプレス運行計画3 月28日に発表された運行計画は次のとおりです。 運行列車種別= 快速、区間快速、普通 ※ 快速、区間快速は、区内では北千

住駅に停車します 北千住駅からの所要時間= 秋葉原駅まで… 10分 つくば駅まで… 33分( 快速利用時) 問先= つくばエクスプレス推進係03880 ―5719
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都
市
計
画
の
告
示

・
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

告
示
日
=
3
月
3
1日

区
域
=
扇
一

丁
目
、
扇
三
丁
目
、
本
木
∇

二
丁

目
、
本
木
北
町
、
本
木
東
町
お
よ
び

本
木
南
町
各
地
内

問
先
=
都
市
計

画
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

催
し
物
ガ
イ
ド

r定員に先着順`
とあ るものは
4 月12 日

から受け付け

郷
土
博
物
館
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
月
2
回
程
度
、
主
に
土
・
日
・

祝
日
の
午
前
‥
H
時
～
午
後
1
時
ま
た

は
午
後
1

時
～
3

時
の
い
ず
れ
か
に

活
動
が
で
き
る
方

内
容
=

来
館
者

へ
の
展
示
案
内
/

ミ
ニ
体
験
ほ
か

※
養
成
セ
ミ
ナ
1
‥
1
1
1
1
一
回
の
う
ち
8
回

以
上
修
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
　

(
表
3
)
登
録
期
間
=
1
年
(
再

登
録
可
能
)
定
員
=
2
0
人
程
度
(
先

着
順
)
申
込
=
電
話
期
限
=
4

月
3
0
日
場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博

X
W
柚
朋
啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

古
文
書
講
座
(
初
級
)

日
時
=
5
月
か
ら
1
8
年
3
月
ま
で
の

第
1
土
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正

午
(
全
1
0回
、
1
8年
1
月
は
休
会
)

内
容
=
近
世
(
江
戸
時
代
)
の
古
文

書
の
読
み
方
と
そ
の
解
釈
を
学
び
、

古
文
書
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す

※
初
心
者
向
け

講
師
=
森
朋
久
氏
(
明
治
大
学
非
常

勤
講
師
)

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
古
文
書
資
料
代
を
実
費
負
担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
「
古
文
書
講
座
希
望
」
を

明
記
期
限
=
4
月
2
5
日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館
〒

1
2
0
・
0
0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
I
　
　
　

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

表3 ボランティア養成講座日程等

第
1
6回
プ
チ
展
示

「
江
戸
時
代
の
ホ
ウ
ロ
ク
」

日
時
=
4
月
2
3
日
～
6
月
1
9
日
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・
祝

日
も
開
館
)
内
容
=
千
住
宿
や
区

内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
江
戸
時
代

の
焙
烙
と
関
連
遺
物
を
展
示

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

伊
興
遺
跡
公
園

一一
J
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱

団
第
3
7期
生
団
員
募
集

対
象
=
▽
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
小
学

校
2
～
4
年
生
の
男
女
▽
シ
ニ
ア

ク
ラ
ス
・
:小
学
校
5
・
6
年
生
の
男

女
、
中
校
学
1
年
生
の
女
子

▽
準

団
員
…
小
学
校
1
年
生
の
男
女

指

導
者
=
薬
師
神
武
夫
氏

費
用
(
月

額
)
=

▽
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
千
5
0
0

円

▽
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・
:
3
千
円

▽
準
団
員
…
千
円

※
そ
の
ほ
か
制

服
代
な
ど

練
習
場
所
=

▽
火
曜
日

…
こ
ど
も
科
学
館

▽
金
曜
日
・
:
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー

申
込
=
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、練
習
日
に
持
参
(
保

護
者
同
伴
)

※
申
込
用
紙
は
、文
化

支
援
係
、
各
生
涯
学
習
振
興
公
社
、

各
住
区
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布

問

先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
n
y

足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

日
時
=
4

月
1
7日
剛
、
午
前
9
時
開

場

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
千
住
節
/

保
木
間
節
ほ
か

出
演
=
足
立
区

民
謡
団
体
連
盟

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
n
y

「
第
3
9回
足
立
区
展
」
作
品
募
集

日
程
等
=

表
4

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
=
全

部
門
I
点
に
つ
き
2
千
円

※
中
学

生
以
下
・
障
害
者
の
方
は
無
料
。
そ

の
ほ
か
、
出
品
規
定
に
つ
い
て
は
申

込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
=
出

品
作
品
と
作
成
し
た
申
込
書
を
作
品

搬
入
日
に
直
接
会
場
に
持
参

※
申

込
書
は
文
化
支
援
係
、
各
生
涯
学
習

振
興
公
社
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー
で
配

布

問
先
=
文
化
支
援
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
`
h
V

講
座
の
出
前
を
し
ま
す

地
域
や
企
業
、
保
育
園
や
学
校
な

ど
に
講
師
が
出
向
き
、
男
女
の
生
き

方
や
働
き
方
、
女
性
へ
の
暴
力
、
セ

ク
(
ラ
、
夫
婦
間
や
子
育
て
の
悩
み

な
ど
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
開
催
時
期
、
場
所
、
テ
ー
マ
、

講
師
な
ど
は
相
談
し
て
決
定
し
ま

す
。
申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2

癶
』

女
性
の
た
め
の
実
践
護

身
術
講
座
「
教
え
ま
す
!

簡
単
な
暴
漢
撃
退
法
」

日
時
=
5
月
1
4日
倒
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時

対
象
=
1
6歳
以
上
で
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

内

容
=

講
義

「
暴
漢
か
ら
身
を
守
る
方

法

」
/

実
技

講
師
=

八
木
る
み
子

氏
(

非
営
利
団
体

「
フ
ェ
ア
ウ
イ
ン

ド
」
代
表
)

定
員
=
2
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

傷
害
保
険
の
実
費
を
負
担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
「
護
身
術
講
座
希

望
」
を
明
記
期
限
=
4
月
2
8
日
必

着
場
・
申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ

ラ
ザ
〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-

3
3
-
I

`
J
(
3
8
8
0
)
5
2
2
癶
-

表4 足立区展作品受付日程
「
見
た
い
・
聞
き
た
い
・
N

P
O
～
あ
な
た
の
疑
問
に

答
え
ま
す
～
」
参
加
者
募
集

日
時
=
4
月
2
1日
困
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分

内
容
=
N
P
o

と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
違
い
な
ど
、
N
P
o

に

関
す
る
初
歩
的
な
内
容
に
つ
い
て
の

講
義

定
員
=
1
5人
(
先
着
順
)

申

込
=
前
日
ま
で
に
電
話

※
受
け
付

け
は
火
曜
～
土
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
8
時

場
・
申
・
問
先
=
N
P
o

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

晋
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

老
人
会
館
の
手
芸
教

室
(

前
期
分
)

日
時
=
5
～
7
月
ま
で
の
第
2
・
4

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
=
6
0
歳
以
上
の
区
民

内
容
=

ち
ぎ
り
絵
/
レ
ー
ス
編
み
/
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク

※
I
種
類
の
み
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん

定
員
=
3
0
人

(抽
選
)

費
用
=
教
材
費
一
部
負

担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
手
芸
教
室
希
望
」
を
明
記

期

限
=
4
月
1
9日
必
着

※
現
在
受
講

中
の
方
や
ほ
か
の
教
室
を
受
講
中
の

方
は
申
し
込
め
ま
せ
ん

場
・
申
・

問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
I

容
(
3
8
5
9
)
9
7
3

り・

総
合
治
水
推
進
週
間
施
設
見
学
会

日
時
=
5
月
1
5
日
面
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
場
所
=
神
田
川
環
七
地

下
調
節
池
(
中
野
区
)
/
蔵
前
水
の

館
と
蔵
前
ポ
ン
プ
所
(
台
東
区
)
※

集
合
・
解
散
は
都
庁
舎
。
移
動
は
バ

ス
。
昼
食
は
持
参
対
象
=
小
学
校

4
年
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
定
員
=
1
0
0
人
(
抽
選
)
申
込

=
往
復
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
期
限
=
4
月
2
2
日
必
着
申
先

=
都
・
建
設
局
河
川
部
計
画
課
〒

1
6
3
・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2
-

8
-
I
問
先
=
都
・
建
設
局
河
川

部
計
画
課啻

(
5
3
2
0
)
5
4
1
″
`
り

区
・
計
画
調
整
課
計
画

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
　
消
費
者
の
く
ら
し
～

今
回
か
ら
、
消
費
者
問
題
に
関

す
る
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
第
1
回
は
「
契
約
」
に
つ
い

て
で
す
。

契
約
に
関
す
る
1
0歳
代
の
被
害
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
行
う
年
齢
別
被
害
状

況
の
集
計
を
、
1
0年
度
と
1
5年
度
で

比
較
す
る
と
、
2
0歳
代
の
件
数
が
5

年
間
で
約
3
。
6
倍
に
な
っ
た
の
に
対
し

て
、
1
0歳
代
の
件
数
は
約
7
。
6
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
1
1年
度
か
ら
3

年
間
で
、
高
校
生
約
被
害
が
約
5
倍

に
激
増
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。

携
帯
電
話
を
中
心
と
す
る
有
料
情

報
料
の
不
当
請
求
や
、
架
空
請
求
の

ト
ラ
ブ
ル
は
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て

い
る
小
学
生
も
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
被
害
者
が
ま

す
ま
す
低
年
齢
化
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

法
律
上
は
、
両
親
の
同
意
が
な
い

と
完
全
な
契
約
は
で
き
な
い
と
さ
れ

る
未
成
年
者
の
契
約
被
害
に
つ
い

て
、
私
た
ち
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

未
成
年
者
が
独
自
で
契
約
で
き
る

の
は
、
親
か
ら
許
さ
れ
た
目
的
と
金

額
の
範
囲
内
で
す
。
そ
れ
以
外
の
契

約
は
、
原
則
と
し
て
本
人
も
親
も
そ

の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
、
取
り
消
し
た
上
で
、
未

成
年
者
が
損
害
を
被
ら
な
い
よ
う
に

処
理
を
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
未
成
年
者
自
身
が
、

親
に
内
緒
で
高
額
な
契
約
や
、
問
題

が
あ
る
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
親
や
周
囲
の
大

人
は
、
未
成
年
者
の
行
動
に
き
め
細

か
く
目
配
り
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

春
は
心
弾
む
季
節
。
同
時
に
若
者

が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
新
生

活
を
送
る
た
め
に
も
、
注
意
の
心
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

掲
示
板

西
新
井
消
防
署
一
般
公
開

日
時
=
4
月
2
9日
蜘
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
=
は
し
ご
車
体
験

乗
車
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
西
新
井
消
防
署

讐
(
3
8
5
3
)
0
1
1
Q

り

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

試
験
日
=
▽
1
次
…
5
月
9
1一日
・
2
2

日

▽
2
次
・
:
6
月
下
旬

受
験
資

格
=
▽
一
般
・
技
術
・
:
2
0歳
以
上
2
6

歳
未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
方
(
大
学
院
修
士
課
程
修
了

者
は
2
8歳
未
満
)

▽
歯
科
・
薬
剤
…
2
0

歳
以
上
3
0歳
未
満
(
薬
剤
は
2
6歳

未
満
)
で
、
大
学
の
専
門
課
程
を
卒

業
し
た
方
(
見
込
み
含
む
)

期
限
=
5

月
1
3日

申
・
問
先
=
自
衛
隊
足

立
募
集
事
務
所

啻
(
3
8
8
1
)
8
0
9
O
　

荒
川
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集

対
象
=
2
0
歳
以
上
で
、
荒
川
に
関
心

の
あ
る
方

内
容
=
荒
川
を
訪
れ
て

気
付
い
た
情
報
や
意
見
な
ど
を
担
当

事
務
所
に
連
絡

※
応
募
方
法
な
ど

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=
荒
川
下
流
河
川
事
務
所

日
(
3
9
0
2
)
2
3
7
n
M
y

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』
番組県内

次回の番組( 4/ 11～1ワ) は、

「足立区版災害対策マニュアル(後編)　　　　　　　　～

地震への備え～」

1日2 回放送( 午後O時30 分、午後6 晞

首都東京でも 、今後震度6 を超え

る地震が発生する可能 性が極めて高

いと言われています。自分自身や家

族 の身を守るた めには日ごろからの

備えが重要です。

番組では、家 具の転 倒防止対策や

避難時の注意点 など、地震が来る前

にやっておきた い・知 っておきたい

備えを紹介し ます。 《広報係》
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健 康

あ だち21

健
康
診
査
が

変
わ
り
ま
す

足
立
区
内
の
主
要
死
因
別
死
亡
者
数
の
6
割
は
、
生
活
習
慣
病
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
今
後
高
齢
化
が
進
む
と
、
そ
の
割
合
は
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

区
で
は
そ
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ら
な
る
健
(
検
)
診
体
制
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
区
民
の
健
康
意
識
を
高
め
、
疾
病
を
未
然
に
防
ぐ

「
一
次
予
防
」
に
重
点
を
置
き
、
健
康
の
保
持
と
疾
病
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
が

変
わ
り
ま
す

・
受
診
勧
奨
を
拡
充
し
ま
す

1
7年
度
か
ら
、
健
診
結
果
に
よ
ら

ず
、
前
年
度
健
康
診
査
を
受
け
た
方

に
は
、
翌
年
度
の
誕
生
月
に
受
診
票

を
送
付
し
、
受
診
勧
奨
を
拡
充
し
ま

す
。
た
だ
し
、
新
規
の
方
や
前
年
度

に
受
診
し
な
か
っ
た
方
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
1
年
に
I

回
の
受
診
を
暦
年
管
理
か
ら
年
度
管

理
に
変
更
す
る
ほ
か
、
受
診
票
の
再

発
行
か
ら
6
ヵ
月
の
有
効
期
限
が
過

ぎ
る
と
、
再
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
診
票
が
変
わ
り
ま
す

自
分
自
身
の
健
康
管
理
に
一
層
の

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

受
診
結
果
票
の
裏
面
を
活
用
し
、
健

診
の
目
安
や
簡
単
な
健
診
の
説
明
を

記
載
し
ま
し
た
。

節
目
健
康
診
査
対
象
者
は
大
腸

が
ん
検
診
を
受
診
で
き
ま
す

4
0・
5
0・
6
0歳
の
節
目
の
方
で
、

医
療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
方

に
、
保
健
所
で
行
っ
て
い
る
節
目
健

康
診
査
と
同
様
の
検
査
項
目
を
セ
ッ

ト
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
大

腸
が
ん
検
診
を
追
加
し
ま
す
。

新
た
に
前
立
腺
が
ん
検
診

を
始
め
ま
す

前
立
腺
が
ん
検
診
の
区
民
要
望
が

非
常
に
高
く
、
ま
た
、
6
0歳
か
ら
急

激
に
罹
患
率
が
高
く
な
る
現
状
を
踏

ま
え
、
1
7年
度
か
ら
、
6
0歳
か
ら
6
4

歳
の
男
性
区
民
に
対
し
、
前
立
腺
が

ん
検
診
を
行
い
ま
す
(
表
I
)
。

子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
方

法
が
変
わ
り
ま
す

国
の
指
針
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、実
施
方
法
を
変
更
し
ま
す
(
表
1
)

。
受
診
票
の
送
付
に
つ
い
て
は
、

受
診
間
隔
を
毎
年
受
診
か
ら
2
年
に
I

度
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
今

後
は
、
前
回
受
診
者
(
2
年
度
前
)

に
対
し
偶
数
年
齢
に
な
る
誕
生
月
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
。
1
7

年
度
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
受
診

者
の
う
ち
、
偶
数
年
齢
に
な
る
誕
生

月
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。ま
た
、

新
た
に
2
0歳
の
女
性
区
民
全
員
に
対

し
、
性
感
染
症
予
防
も
含
め
た
子
宮

が
ん
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
送
付
し
、
受

診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。
更
に
、
3
0
。
4
0

歳
を
迎
え
る
未
受
診
の
女
性
区
民

全
員
に
対
し
、
子
宮
が
ん
検
診
の
受

診
啓
発
を
行
い
ま
す
。

歯
周
病
健
診
の
対
象
年
齢

を
7
0歳
ま
で
拡
充
し
ま
す

こ
れ
ま
で
、
4
0歳
か
ら
6
0歳
の
区

民
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
歯
周
病
健

診
を
4
月
か
ら
は
、
対
象
年
齢
を
7
0

歳
ま
で
拡
充
し
ま
す
。
申
込
=
次

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

▽
健
康

推
進
課
窓
口

▽
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、「
歯

周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

表1 前立腺がん・子宮がん検診内容等一覧

お
問
い
合
わ
せ
は
、

成
人
保
健
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
-
2
1

「
痴
呆
症
」
が
「
認
知
症
」
に

昨
年
1
2月
、
国
は
一
般
的
な
用
語

や
行
政
用
語
と
し
て
の
「
痴
呆
」
に

つ
い
て
、
侮
辱
的
な
表
現
で
あ
る
上

に
、「
痴
呆
」
の
実
態
を
正
確
に
表
し

て
お
ら
ず
、
早
期
発
見
・
早
期
診
断

な
ど
の
取
り
組
み
の
支
障
と
な
っ
て

い
る
と
の
理
由
か
ら
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
新
た
な
呼
び
名
は
「
認
知
症
」

が
最
も
適
当
で
あ
る
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
区
で
は
1
7

年
度
か
ら
痴
呆
性
高
齢
者
医
療
相
談

事
業
の
名
称
を
改
正
し
、「
認
知
症
高

齢
者
医
療
相
談
」
と
し
て
事
業
を
行

い
ま
す
。

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係a3880- 5815

ポイ捨て　やめて!
|足立区まちをきれいにする条例

地域活動支援係03880 ―5856

新東京タワー誘致活動の
報告とお礼
区は「誘致検討プロジェクト」を

設置し、区議会の「新東京タワー建設
促進議員連盟」と力を合わせ、区はも
とより都北東部の発展の起爆剤にな

るものとして、「舎人地区」と「東
六月地区」の2 ヵ所を候補地として
誘致活動に取り組んで来ましたが、3
月28日、NHK および在京民放5

社から報告された、建設候補地の選

定結果は、足立区にとって大変残念
な結果となりました。
区民の皆さんからは、27万を超え

る署名をいただき、その署名をNHK
および在京民放5 社に届けるとと

もに、「開発計画書」を作成・説明
し、誘致活動を行ってきました。
ご協力をいただいた区民の皆さん

に心から感謝を申し上げると共に、
今後も区の活性化のためにご協力を

お願いします。 問先= 観光交流課
観光計画03880 ―5720

遠くの親戚より
近くの「ご近所」?

3月19日、エル・ソフィアで、NPO 講演会「難問
解決! ご近所の底力のヒ・ミ・ツ」が行われました。
講師は、NHK の堀尾正明アナウンサー。テレビ同

様、軽快な語り囗とユーモアを交えながら、「あいさ

つパトロール」など住民主導で空き巣対策を行い、被
害をなくした事例など、具体的な「ご近所の底力」を
紹介しました。
堀尾氏は、近所の難問を解決するには、「困ってい

る原因は自分たちで探ること」「周囲と一体感を持って
行動すること」「行政などの協力を得ること」などが
大切だと語り、最後に「簡単なことでも地道に続ける
ことが重要。一つひとつの積み重ねが、やがて大きな
力 となる」と教えて

くれました。

希薄になったと言

われる都会の近所付

き合い。し かし、 困

ったことが起きたと
き、解決の手掛 かり

は、身近 な「ご近所」

にあるようです。
▲ 番組の裏話も飛び出し、笑い
あふれる講演会でした

普
段
着
で
お
茶
席

～
気
軽
に
お
茶
を
～

3
月
2
9日
、
郷
土
博
物
館
で
、
気
軽
に
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
お
茶
席
が
開
か
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
通
り
が
か
り
に
看
板
を
見
た

方
や
、
会
社
に
あ
っ
た
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加

し
た
方
、
ま
た
、
子
連
れ
の
方
な
ど
、
お
茶

に
興
味
は
あ
っ
た
け
れ
ど
経
験
し
た
こ
と
は

な
い
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
お
茶
は
上
品
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、そ
れ

が
遠
い
存
在
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
本
当
は
、
も
っ
と
身
近
で
日
常
的
な
も
の

な
ん
で
す
。」
お
茶
席
を
担
当
し
た
先
生
は
、

そ
う
話
し
て
い

ま
し
た
。

区
内
で
は
、

年
に
数
回
、
様

々
な
形
で
、
気

軽
に
参
加
で
き

る
お
茶
席
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
茶

の
文
化
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

「
結
構
な
お
手
前
で
し
た
」

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F1290, 940


